
１ 健康増進事業

(1) 健康教育

健康に関する知識の普及や啓発を目的に、保健センター又は地区において医師、保健師、栄養士等により、一般健康教

育と病態別等の重点健康教育を開催した。

(2) 健康診査

米子市健康診査、肝炎ウイルス検査、肺がん検診、胃がん検診、子宮がん検診、乳がん検診及び大腸がん検診の受診券

を1枚にまとめ、40歳以上の男性及び20歳以上の女性に送付した。

※がん検診の精密検査については、令和7年6月1日時点の人数とする。

ア 米子市健康診査

92の医療機関で7月から12月に実施した。

(ｱ) 受診状況

※ 対象は、40歳以上の生活保護世帯に属する者

(ｲ) 受診者内訳

イ 肝炎ウイルス検査

健康増進法（平成14年法律第103号）に基づき、Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルス検査を実施した。

事 業 等 名 称 令和6年度実績 事 業 等 名 称 令和6年度実績

健康教育 一般健康教育回数

重点健康教育回数

326回

74回

健康診査 米子市健診受診率

胃がん検診受診率

肺がん検診受診率

大腸がん検診受診率

子宮頸がん検診受診率

乳がん検診受診率

ふしめ歯科検診受診率

11.5％

26.2％

27.1％

25.1％

24.2％

13.3％

4.8％

健康相談 総合健康相談回数

重点健康相談回数

405回

4回

訪問指導 訪問指導延べ人数 実績なし

開催回数 参加延人員 備考

一般健康教育 326回 6,773人 運動、食生活等

重点健康教育 74回 1,415人
病態別（糖尿病、高血圧、心臓病、肥満等）、

歯周疾患、骨粗鬆症、薬の話

計 400回 8,188人

対象者数 1,663人

受診者数 192人

受診率 11.5％

生活保護 192人

年齢階層 受診者数 異常なし
HBs抗原

のみ陽性

HCV抗体

のみ陽性
HBs・HCV陽性

40～49歳 268人 266人 2人 0人 0人

50～59歳 172人 171人 1人 0人 0人

60～69歳 289人 287人 2人 0人 0人

70歳以上 404人 395人 9人 0人 0人

計 1,133人 1,119人 14人 0人 0人

福 祉 保 健 部 健 康 対 策 課
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ウ 胃がん検診

検診車による集団検診及び57医療機関での個別検診を7月から1月15日まで実施した。

(ｱ) 受診状況

(ｲ) Ｘ線検査結果

(ｳ) 内視鏡検査結果

エ 子宮がん検診

検診車による集団検診と16医療機関での個別検診を7月から1月末に実施した。

(ｱ) 受診状況

※「要精密者数（頸部）」は、一次「要精密(1)」+「要精密(2)」+「判定不能のうち再検を実施しない者」+「判定不能」

(ｲ) 精密検査結果

オ 乳がん検診

マンモグラフィ検査による1検診機関での集団検診と、8医療機関での個別検診を7月から1月末に実施した。

(ｱ) 受診状況

(ｲ) 精密検査結果

カ 肺がん検診

検診車による集団検診及び61医療機関での個別検診を7月から1月15日まで実施した。

(ｱ) 受診状況

区 分 受診者数

集団検診（X線検査） 342人

個別検診
X線検査 109人

11,113人
内視鏡検査 11,004人

計 11,455人

区分 受診者数 異常なし 要精密者
精密検査

受診者

精密検査受診結果

異常

なし

がんの

疑い

がんで

あった者
その他

集団検診 342人 323人 19人 18人 0人 0人 0人 18人

個別検診 109人 95人 14人 12人 1人 0人 0人 11人

計 451人 418人 33人 30人 1人 0人 0人 29人

受診者数 異常なし がんの疑い がんであった者 その他

11,004人 1,944人 6人 39人 9,015人

区分 受診者数 要精密者数

頸部 7,569人 47人

体部 294人 1人

区分 受診者数 異常なし
CIN１～３、

AIS

がんで

あった者

がんの疑い

または未確定
その他

頸部 36人 8人 15人 2人 2人 9人

体部 1人 0人 0人 1人 0人 0人

受診者数 要精密者数

3,571人 323人

受診者数 異常なし がんの疑い がんであった者 その他

316人 127人 1人 21人 167人

区分 受診者数 Ｘ線のみ Ｘ線＋喀痰 要精密者数

集団検診 819人 803人 16人 34人

個別検診 11,044人 10,655人 389人 391人

計 11,863人 11,458人 405人 425人
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(ｲ) 精密検査結果

キ 大腸がん検診

84医療機関での個別検診を7月から1月15日に実施した。

(ｱ) 受診状況

(ｲ) 精密検査結果

ク 肝臓がん対策事業

Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルス陽性者に対し年1回の定期検査の勧奨を行った。

ケ ふしめ歯科検診

40歳、50歳、60歳、70歳のふしめ年齢の者を対象とし、西部歯科医師会委託医療機関で実施した。

(3) 健康相談

保健センター、各地区公民館において保健師、看護師、栄養士等による健康相談を実施した。

(4) 訪問指導

令和6年度は実績なし。

２ 高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施

生活習慣病対策・フレイル対策・介護予防を一体的に実施し健康寿命の延伸を図るため、令和2年度より鳥取県後期

高齢者医療広域連合からの委託を受け、高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施に取組んでいる。日常生活圏域（11

中学校区）に配置した地区担当保健師を中心に医療専門職や地域包括支援センターと連携して事業を実施した。

(1) ポピュレーションアプローチ（各地区の通いの場等でフレイル予防啓発）

各種地域組織会、サロン、公民館講座、「出張！なんでも健康相談(令和2年9月から29公民館等で月1回、半日開

催)」等でフレイル予防についての健康教育・健康相談・啓発を実施した。

実施状況

区分 受診者数 異常なし がんの疑い がんであった者 その他

集団検診 30人 14人 1人 0人 15人

個別検診 343人 153人 18人 4人 168人

計 373人 167人 19人 4人 183人

受診者数 要精密検査者数

11,000人 919人

受診者数 異常なし がんの疑い がんであった者 その他

679人 137人 2人 33人 507人

区分 対象者数

Ｂ型肝炎ウイルス陽性者 567人

Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルス陽性者 3人

Ｃ型肝炎ウイルス陽性者 116人

対象者数 受診者数

7,448人 360人

区分 回数 延人員

総合健康相談 405回 2,729人

重点健康相談 4回 7人

計 409回 2,736人

フレイル予防教育・相談等実施（延べ） 参加人数（延べ）

911回 11,013人
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(2) ハイリスクアプローチ（個別的支援）

対象者に対して地区担当保健師及び地域包括支援センター職員で訪問を実施した。必要に応じて医療機関や健診の

受診勧奨や保健指導・栄養指導を実施した。

対象①：「低栄養防止」令和5年度の健診結果で、BMI20以下かつ前年度の健診時よりも体重が3キロ以上減少した

者(75歳以上80歳未満）。

対象②：「重症化予防（腎機能低下）」令和5年度の健診結果で、eGFR45以下で、尿蛋白＋以上、血圧が受診勧奨

判定値（95／140ｍｍHg）以上の者(75歳以上80歳以下）。

対象③：「健康状態不明者対策」過去4年間（令和2年～令和5年）に医療機関・歯科・健診未受診だった者（昨

年度対象者を除く）。

対象④：「口腔機能低下予防」令和5年度の健診受診者で後期高齢者質問項目で、「固いものがたべにくくなった」

「むせることがある」と回答し、歯科受診ない者(75歳以上85歳未満）。

対象⑤：「鳥大医療連携でのフレイル対象者」鳥取大学医学部附属病院が入院する者に実施するフレイル度チェック

（基本チェックリスト）で、プレフレイル又はフレイルに該当した者。

＊いずれの対象者も要介護認定者はのぞく。

実施者数（人）

３ 健康づくり事業

(1) 栄養改善

ア おいしく食べて健康づくり教室（生活習慣病予防）

一般住民を対象に、管理栄養士が生活習慣病予防の調理実習と講話を行った。

30箇所 受講生 444人

イ 男性のための！健康づくり＆クッキング教室

高齢化社会を迎える中で、男性も、食生活や健康づくりへの関心を高め、実践につなげることを目的とし、

講話（バランス食、減塩食等）と調理実習を開催した。

8回実施 参加延人数 250人

(2) 保健推進員活動事業

市が行う保健事業の円滑な推進と、市民の健康づくりを積極的に取り組むため、米子市地区保健推進員会を設置し、次

の事業を行った。

ア 各種健康診査、健康相談等の受診勧奨並びに介助に関すること

イ 保健衛生意識の啓発及び普及並びに各種健康教育の案内に関すること

ウ 設置状況

29地区 493人（R6.5時点）

(3) 住民組織育成事業

ア 食生活改善地区組織活動

食生活改善推進員を対象に料理講習を行い、各地区公民館において地区住民に伝達を行った。

(ｱ) 食生活改善推進員伝達講習 44人（地区住民への伝達: 357人）

(ｲ) 子ども料理教室 43人（地区住民への伝達: 793人（レシピ等配布のみも含む））

対象① 対象② 対象③ 対象④ 対象⑤ 計

24人 17人 107人 80人 48人 276人
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イ 食生活改善推進員教育

各校区1～2人ずつ1年間（6回）教育を受け、修了後各地域で食生活改善推進員としてボランティア活動を行う。

(ｱ) 教育回数 6回（30時間）

(ｲ) 出席延人数 151人

(ｳ) 修了者 26人

ウ 健康づくり組織合同研修会

食生活改善推進員及び地区保健推進員を対象に、研修会を実施した。（参加者数62名）

(4) 医療リテラシーの推進

医療リテラシーの考え方を広く市民へ普及させるため、健康に関する啓発動画を2本作成した。また、秘書広報課と

連携して作成した動画を市の公式ＳＮＳや市ホームページ等で発信するなど広報活動を行った。

(5) 健康づくりに関する知識の普及

ゴミ分別収集カレンダー＆健康ガイドをクリーン推進課と合同で作成し全世帯に配布した。

(6) 健康増進普及月間キャンペーンin Yonago

9月の健康増進普及月間に市内3ヶ所で関係機関と協力し、健康づくりに関する啓発を行った。

ア 第１弾

まるごう米子南店で塩分味覚チェック、ベジチェック、フレ飯レシピ紹介、啓発グッズの配布を行った。

イ 第２弾

米子市役所で、塩分味覚チェック、ベジチェック、フレ飯レシピ紹介、フレイルチェック、啓発グッズの配布を行

った。

ウ 第３弾

MEGAドン・キホーテ米子店で、塩分味覚チェック、ストレスチェック、フレ飯レシピ紹介、フレイルチェック、啓

発グッズの配布を行った。

(7) 親子健康づくり教室

小学生とその保護者を対象に、運動や調理などの体験を通じて健康づくりについて学ぶ教室を実施した。

１回 12組27人

４ 一般保健事業

(1) 献血推進事業

各事業所、団体等の協力により献血を実施した。（現在、赤十字血液センターの方針として、全血献血（400mL）を主に

行なっている。）

(2) 救急医療対策事業

鳥取県西部医師会が行う急患診療所運営費事業に対し、補助金を交付した。

ア 名称 西部医師会急患診療所

イ 所在地 米子市久米町136 西部医師会館内

ウ 運営主体 （公社）鳥取県西部医師会

エ 診療日及び診療時間

休 日：72日

日曜日、祝日、12月30日～1月3日 午前9時～午後10時

献血方法 全血献血(400mL)

献血者数 1,590人

（令和６年度事務報告）



平日夜間：293日

上記以外の日 午後7時～午後10時

オ 受診者数 延 6,144人（内 米子市 4,702人）

(3) 休日救急歯科診療等事業費補助事業

ア 障がい者（児）歯科診療事業

鳥取県西部歯科医師会が行う障がい者（児）の歯科診療事業に対し、補助金を交付した。

受診者数 延 380人（内 米子市 282人）

イ 休日救急歯科診療事業

休日救急歯科診療業務を鳥取県西部歯科医師会に、委託実施した。

受診者数 延 804人（内 米子市 522人）

(4) 公衆浴場助成事業

公衆浴場の存続を図り地域住民の保健衛生の向上のため、公衆浴場確保対策として3事業者に補助金を助成した。ま

た、原油価格及び電気料金高騰対策で湯の加温にかかる燃料費、事業用電気代として3事業者に補助金を助成した。

(5) 自死対策事業

普及啓発活動に取り組み、自死予防の意識の向上を図るため各種事業を実施した。

ア 健康講話による啓発

市民を対象に保健師による講話（45回）延べ728人

イ 動画による啓発

平日の日中にゲートキーパー研修に参加できない世代にも啓発できるようにこころの健康、相談を受けた時の対応に

ついての動画を市ホームページ等に掲載。

ウ 市職員への周知・啓発

市役所職員はゲートキーパーとなり得る立場にあるため、9月に職員用掲示板を利用して自死の現状や話の聞き方等

の情報提供と啓発を実施。

エ 自殺予防週間に啓発用Ｔシャツ・缶バッチを職員着用、各種事業でポケットティッシュ配布

オ 広報よなご、ごみ分別収集カレンダー、米子市ホームページに掲載（9月自殺予防週間、3月自殺対策強化月間）

カ パンフレットラック設置（保健センター、イオン米子駅前店、米子市立図書館）

キ 二十歳を祝う会の案内に、メンタルヘルスと相談窓口の情報サイトを掲載

ク 自死遺族の集い（主催：精神保健福祉センター）

ふれあいの里にて開催（年5回）

ケ 小・中学生への啓発

長期休暇明けに子どもの自死が増加する傾向を踏まえ、夏休み前に学校を通じて小学5、6年生と中学生に相談窓口

のチラシを配布（7,200枚）

コ 労働者への啓発

関係機関（連合鳥取西部地域協議会、中小企業労働相談所）と連携し、労働者向けチラシを配布（二種

類、各2,000枚）
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５ 感染症予防対策事業

(1) 予防接種

ア こどもの予防接種

予防接種委託医療機関で実施した。

※「対象者数」は、各定期接種における標準接種年齢の人数（子宮頸がん予防ワクチンのキャッチアップ接種は標準接

種年齢がないため未記入）

イ 高齢者のインフルエンザ予防接種

予防接種委託医療機関（米子市、境港市、西伯郡、日野郡）で実施した。

ウ 高齢者の新型コロナ予防接種

予防接種委託医療機関（米子市、境港市、西伯郡、日野郡）で実施した。

エ 高齢者の肺炎球菌ワクチン接種

予防接種委託医療機関（米子市、境港市、西伯郡、日野郡）で実施した。

オ おとなの風しんワクチン接種

妊娠を希望する女性と妊婦の同居者が風しんワクチン（麻しん風しん混合ワクチンを含む。）を接種した場合、接種費

種 別 対象者数 接種者数 種 別 対象者数 接種者数

ロタウイルス

ワクチン

1

価

1回目 992人 647人
水痘

1回目 1,158人 983人

2回目 992人 666人 2回目 1,158人 1,002人

5

価

1回目 992人 322人

日本脳炎

１

期

1回目 1,116人 1,148人

2回目 992人 322人 2回目 1,116人 1,189人

3回目 992人 314人 追加 1,204人 1,187人

ヒブワクチン

1回目 992人 0人 2期 1,292人 1,258人

2回目 992人 91人 麻しん風しん

混合ワクチン

1期 1,158人 983人

3回目 992人 180人 2期 1,229人 1,130人

追加 1,152人 944人 麻しん

ワクチン

1期 1,158人 0人

小児用肺炎球菌

ワクチン

1回目 992人 984人 2期 1,229人 0人

2回目 992人 1,000人 風しん

ワクチン

1期 1,158人 0人

3回目 992人 999人 2期 1,229人 0人

追加 1,152人 1,032人 ＢＣＧ 992人 989人

百日せきジフテ

リア破傷風不活

化ポリオヒブ混

合ワクチン

１

期

1回目 992人 983人

B型肝炎

1回目 992人 990人

2回目 992人 907人 2回目 992人 999人

3回目 992人 814人 3回目 992人 985人

追加 1,152人 20人

子宮頸がん

予防ワクチン

定

期

1回目 610人 539人

百日せきジフテ

リア破傷風不活

化ポリオ混合ワ

クチン

1

期

1回目 992人 10人 2回目 610人 477人

2回目 992人 105人 3回目 610人 256人

3回目 992人 190人 キ
ャ
ッ
チ

ア
ッ
プ

1回目 1,175人

追加 1,152人 1,122人 2回目 1,089人

ジフテリア

破傷風混合

ワクチン

2期 1,291人 1,046人
3回目 986人

対象者数 43,561人

接種者数 24,772人

対象者数 43,561人

接種者数 14,532人

対象者数 3,005人

接種者数 421人

（令和６年度事務報告）



用の全部又は一部を助成した。

カ 風しん追加的対策

昭和37年4月2日～昭和54年4月1日生まれの男性を対象に、無料で風しんの抗体検査・予防接種を実施した。

対象者（昭和37年4月2日～昭和54年4月1日生まれの男性で過去に風しんの抗体検査や予防接種をしていない

方）には、検査・接種勧奨を行った。

(2) 結核健康診断

集団検診として、市内2会場で12日間にわたり実施し、受診者数は506人であった。（65歳以上を計上）うち、精密検

査対象者は26人で、肺結核者は0人であった。また、医療機関での胸部撮影者は9,056人であった。

６ 不妊治療費等助成関係

(1) 不妊治療費助成事業

不妊治療に要した経費の一部を助成することによりその経済的負担の軽減を図り、妊娠及び出産を望む夫婦が安心して

こどもを生み育てることができる環境を整備するため、費用助成を実施した。

(2) 不育治療費等助成事業

不育症検査及び治療に要した費用の一部を助成することによりその経済的負担の軽減を図り、妊娠及び出産を望む夫婦

が安心してこどもを生み育てることができる環境を整備するため、費用助成を実施した。

７ 地域保健活動関係

市内11中学校区に1名ずつ地区担当保健師を配置し、公民館や地域の活動の場で健康相談を行うなど赤ちゃんから高齢

者まですべての年代の地域の市民を対象に健康づくりを支援した。また、医療専門職や地域包括支援センターと連携し、フ

レイル予防啓発活動や生活習慣病重症化予防対象者へ個別訪問を行った。

件数 154件

助成金額 1,103,700円

対象者 抗体検査 予防接種

11,614人 277人 80人

区分 件数 助成金額

特定不妊治療 45件 1,550,666円

件数 1件

助成金額 20,900円

（令和６年度事務報告）


